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素材 

独ヘッセン州でハイテン軽量化プロジェクトが始動 

ドイツのミッテルヘッセン工科大学（THM）は 7 月 1 日のプレスリリースで、ヘッセン

州でハイテン（高抗張力鋼）製部品の軽量化に取り組む研究プロジェクト「ultrahochfesten 

warmformgehärteten Stählen」が始動したと発表した。同プロジェクトはハイテンの接合

に使用される半中空リベットの性能を高めて、車輌のドア部品などの強度を引き上げる。

重さの 20%削減を目指す。試験用部品を 600 個用意して、リベットの形状、素材、コーテ

ィング処理技術などを見直す。 

同プロジェクトは THMが主導し、自動車メーカーのオペルなどが参加する。総予算は 45

万ユーロで、ヘッセン州がこのうち 25万ユーロを経済強化支援プログラム「LOEWE」の

一環として支援する。 

 

スイス連邦工大、水と CO2から燃料生成する新媒介物 

スイス連邦工科大学（ETH）のポール・シェラー研究所（PSI）は 7月 7日、水と二酸化

炭素（CO2）からガソリンなどの燃料の生成に役立つ媒介物質を開発したと発表した。同

物質は酸化セリウムとロジウムから構成される。これを媒介物として水と CO2を 1,000度

の高温で熱反応させれば、メタン、ディーゼル燃料、ガソリンなどの原料となる炭化水素

を生成できる。 

触媒反応にはフィッシャー・トロプシュ法と呼ばれる技術を活用する。炭素水素を気体や

液体で生成でき、貯蔵がしやすいという。 

PSI の研究者は炭素水素を生成する際の熱反応には太陽光発電を活用することを想定して

いる。太陽発電の熱エネルギーを燃料に変えて、効率的なエネルギー貯蔵が可能となると

いう。ただ、同物質の開発には高熱炉を使用した。開発期間は 2年だった。 

 

独フラウンホーファー、繊維強化素材向けの表面処理レーザ技術を開発 

ドイツのフラウンホーファー・レーザー技術研究所（ILT）は 7月 13日のプレスリリース

で、レーザ技術を活用した繊維強化複合材料向けの表面処理技術を開発したと発表した。 

当該技術は超短パルスレーザで高分子マトリックスから成るポリマー系の繊維強化複合

材料を表面処理する。繊維を傷つけることなく、エポキシ樹脂製の表面部分を適切な形や

深さに加工出来る。また表面部分を完全に取り去ることもできるという。 

さらに当該技術は 3D プリンタ技術などと組み合わせれば、繊維強化複合材料製の部品全

体を加工することも可能。さらに複合素材を別な素材に組み合わせる接合作業にも活用可

能だという。 

 


